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花束は、平まどかさんと清水優子さん(祝小)から

ι吊
2
臼
¥
い
つ
も
日
中
は
静
か
な
大

洗
港
フ
工
リ
i
タ
i
ミ
ナ
ん
も
¥
こ
の
日

ば
か
り
は
小
学
生
の
歓
声
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
だ
。
こ
れ
は
¥
大
洗
潜
で
の
取
扱
貨
物

ガ
開
潜
以
来
7
干
万
ト
ン
を
達
成
(
昨
年

旬
開
)
し
だ
こ
と
か
ら
¥
大
洗
港
張
興
協

会
ハ
会
長
一
竹
内
団
長
¥
力
団
体
で
構
成
〉

ガ
記
急
事
業
と
し
て
己
本
治
活
フ
工
リ
i

(
株
)
の
協
力
を
得
¥
フ
ェ
リ
ー
に
よ
る
ミ

ニ
ク
ん
ジ
ン
ク
ヘ
町
内
の
小
学
5
・
6

年
生
を
招
待
し
だ
も
の
で
す
。

出
航
式
は
午
前
9
時
泊
分
か
ら
始
ま
り
¥

竹
内
開
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
フ
ェ
リ
ー
ガ

就
航
し
て

3
年
に
な
り
ま
し
芝
、
力
¥
貨
物

の
叡
扱
輩
は
順
謂
に
伸
び
て
い
ま
す
。
港

湾
を
中
山
と
し
て
海
浜
公
富
ガ
整
備
さ
れ
¥

マ
リ
ン
タ
ワ
ー
も
叩
月
に
完
成
す
る
な
ど
¥

簡
の
環
境
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

今
日
は
海
か
ら
そ
の
様
子
在
見
て
¥
と
」

の
町
に
住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
o
N

と
の

気
持
を
実
感
し
て
く
疋
さ
い
O
L

と
述
べ

ま
し
だ
。

生
徒
代
表
の
語
辞
は
¥
軍
司
将
夫
君
(
磯

小
)
で
し
吃
。
竹
内
町
長
と
が
お
お
あ
ら

い
丸
H

斉
藤
幸
治
船
長
へ
は
花
束
ガ
贈
ら

れ
ま
し
だ
。

ス
チ
ュ
ワ
ー
デ
ス
(
離
で
も
こ
う
呼
ぶ

そ
う
で
す
〉
の
皆
さ
ん
か
ら
¥
万
ガ
一
の

だ
め
に
と
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
装
着
法

の
説
明
ガ
あ
っ
定
後
、
い
よ
い
よ
乗
船
で

す。
叩
時
品
分
、
突
然
の
汽
簡
の
音
に
み
ん

な
ピ
山
ノ
フ
リ
。
「
蛍
の
光
し
に
送
ら
れ
な
ガ

ら
岸
壁
を
離
れ
た
船
は
¥
一
一
踏
巴
立
沖
を

目
指
し
ま
し
疋
。

あ
い
に
く
霧
、
ガ
深
く
¥
沖
合
か
ら
の
罷

地
は
ハ
川
ノ
キ
リ
し
ま
せ
ん
で
し
だ
ガ
¥
小

学
生
疋
ち
は
元
気
い
つ
拭
い
。
仲
良
し
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
広
い
船
内
を
探
模
し
¥
改

め
て
フ
ェ
リ
ー
の
大
き
さ
に
驚
い
て
い
だ

よ
う
で
す
。

山
配
し
て
い
だ
船
酔
い
も
出
ま
し
定
ガ
¥

波
ガ
比
一
軟
的
穏
や
か
定
つ
疋
だ
め
軽
い
症

状
で
清
み
ま
し
疋
。

子
供
は
環
境
に
す
ぐ
横
れ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
印
刷
板
は
ほ
と
ん
ど
運
動
場
と
化
し
¥

あ
ち
こ
ち
で
ゴ
ム
飛
び
¥
ハ
ン
カ
チ
落
し

な
ど
の
ゲ
i
ム
に
熱
中
し
て
い
ま
し
だ
。

棄
組
員
や
先
生
と
の
記
会
撮
影
で
も
大
は

し
ゃ
ぎ
。
午
後
2
時
に
大
洗
港
ヘ
帰
る
ま

で
の
約

3
時
間
の
船
旅
は
¥
ま
た
た
く
ま

に
終
了
し
ま
し
だ
ト

だ船乗あさ

代表謝辞を述べる掌司将夫君(磯小)洋上での楽しいお弁当ライフジャケット着用訓練



所
前
に
た
む
ろ
し
、
堂
々
と
タ
バ
コ
を

吸
う
者
あ
り
。
ま
た
、
歩
い
て
も
充
分

に
間
に
合
う
の
に
、
タ
ク
シ
ー
に
相
乗

り
し
て
い
く
も
の
数
十
人
。
女
子
生
徒

の
中
に
は
、
髪
を
染
め
、
真
っ
赤
な
マ

ニ
キ
ュ
ア
の
生
徒
も
。
さ
ら
に
、
い
つ

ま
で
た
っ
て
も
学
校
に
行
こ
う
と
せ
ず

駅
前
で
ブ
ラ
ブ
ラ
遊
ん
で
い
る
数
人
。

食
学
校
に
は
「
校
則
」
が
あ
り
、
こ
れ
に

は
様
々
な
批
判
も
あ
る
よ
、
つ
で
す
が
、

こ
れ
を
守
り
学
業
に
励
む
こ
と
が
学
生

の
本
分
と
私
は
考
え
ま
す
。

人
絡
が
形
成
さ
れ
る
第
1
の
場
は
、

か
家
庭
。
で
す
。
親
は
こ
の
よ
う
な
実

情
を
知
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
?

ど
う
か
我
が
子
に
関
心
を
向
け
て
欲

し
い
。
そ
れ
が
親
と
し
て
の
責
行
徒
で
あ

り
愛
情
な
の
だ
か
ら
。

そ
し
て
立
派
に
成
人
し
、
先
駆
者
が

孜
々
営
々
と
し
て
築
い
た
輝
か
し
い
大

洗
町
を
、
背
負
っ
て
立
つ
人
間
と
な
ら

れ
ん
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。

第198号 (2)

関車1
一一パト口一ル活動報告書から一一

六
十
四
歳
ま
で
の
方
、
国
民
年
金
に
加
入
で
き
ま
す

グ
任
意
加
入
し
て
ゆ
と
り
の
あ
る
老
後
の
年
金
に
4

見
甚
ぞ
う

暮
ら
し
と
命
者

守

る

第
初
回
水
道
週
間
が
6
月
1
日
か
ら

7
日
ま
で
の
1
週
間
全
国
各
地
で
実
施

さ
れ
ま
す
。

今
や
水
道
は
、
町
民
の
健
康
で
文
化

的
な
日
常
生
活
を
支
え
る
最
も
重
要
な

脇
設
の
一
つ
で
あ
り
、
社
会
的
、
経
済

的
な
諸
活
動
を
支
、
え
る
上
で
不
可
欠
な

施
設
で
あ
り
ま
す
が
、
や
や
も
す
る
と

そ
の
大
切
さ
を
忘
れ
て
し
ま
い
が
ち
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
水
道
を
つ
く
る

に
は
大
変
な
労
力
と
費
用
が
か
か
り
ま

す。
衛
生
的
に
安
全
な
水
を
豊
富
に
、
ど

こ
へ
で
も
必
要
な
だ
け
供
給
す
る
た
め

吋癌

新
国
民
年
金
制
度
で
は
、
六
十
歳

か
ら
六
十
五
歳
に
な
る
ま
で
の
五
年

間
は
、
希
望
を
す
れ
ば
任
意
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
、
つ
に
な
り
ま
し

た
問
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
付
し

た
期
間
及
、
び
免
除
圭
受
け
た
期
間
は
、

す
べ
て
新
国
民
年
金
制
度
に
引
き
継

が
れ
ま
し
た
が
、
満
額
二
ハ
二
七
、

ニO
O円
・
:
六
十
三
年
改
定
価
格
)
の

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、

二
十
歳
か
ら
(
昭
和
三
十
六
年
四
月

に
お
い
て
二
十
歳
以
上
の
方
は
昭
和

三
十
六
年
四
月
か
ら
)
六
十
歳
ま
で

会
期
間
の
保
険
料
が
納
付
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

従
っ
て
、
六
十
歳
ま
で
に
、
@
保

険
料
の
未
納
期
間
や
免
除
期
間
の
あ

る
方
、
②
海
外
に
在
住
し
て
い
た
方
、

③
旧
由
民
年
金
の
任
意
加
入
対
象
期

間
の
う
ち
加
入
し
な
か
っ
た
期
間
の

あ
る
方
は
満
額
の
年
金
が
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
昭
和
六
十
一
年
四
月

か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
新
制
度
で
は
、

未
納
や
免
除
期
間
及
び
未
加
入
期
間

に
対
し
、
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
に

し
ト

-
d
p
'
F
 

に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
水
道
の
施
設
と
入

手
が
掛
っ
て
い
ま
す
。
水
道
の
水
を
上

手
に
合
理
的
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

町
で
は
、
水
道
週
間
に
ち
な
ん
で
、

町
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
か
ら

作
品
の
募
集
を
行
な
い
ま
し
た
。

関
係
者
に
よ
る
審
査
の
結
果
、
次
の

作
品
が
入
選
と
決
ま
り
、
賞
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

作
品
の
展
示
は
、
水
道
週
間
中
町
内

の
各
銀
行
、
大
洗
町
漁
業
協
同
組
合
、

水
産
加
工
業
協
同
組
合
、
水
産
物
仲
買

人
協
同
組
合
、
農
業
協
同
組
合
、
大
洗

駅
、
役
場
等
で
行
な
い
ま
す
。

O
標
語
の
部
O

祝
町
小
学
校
田
川
上
み
ね
子
、
国
井
彩

加
、
布
瀬
直
人
、
米
川
純
一
、
高
丸
暢

子
、
磯
浜
小
学
校
・
菊
川
智
子
、
高
崎

俊
光
、
関
根
康
行
、
青
山
善
友
、
飯
島

理
英
、
川
上
志
保
、
関
畑
山
佳
斗
、
坂
本

真
紀
、
石
井
浩
司
、
川
名
子
晃
禎
、
桧

山
響
子
、
大
貫
小
学
校
・
中
根
康
博
、

渡
辺
裕
子
、
宮
本
郁
子
、
関
久
子
、
関

根
千
恵
子
、
山
本
麻
理
、
長
谷
川
友
祐

菱
海
小
学
校
・
清
宮
孝
一
、
小
野
瀬
永

子
、
大
貫
実
、
清
宮
寛
子
、
深
作
満
由

美
、
第
一
中
学
校
・
菊
池
祐
紀
、
比
自
藤

な
る
ま
で
の
間
に
任
意
加
入
し
、
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
満
期
の

年
金
額
に
近
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
未
納
期
間
が
長
い
た
め
、
老

齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
の
最
低
必

要
な
期
間
を
満
た
せ
な
か
っ
た
方
も
、

そ
の
期
間
が
五
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
任

意
加
入
し
て
年
金
の
受
給
の
資
格
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す。
な
お
、
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
、
老

齢
基
礎
年
金
を
受
納
し
て
い
る
方
は
、

六
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
で
あ
っ
て

も
こ
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た

未
満
期
間
以
上
に
任
意
加
入
し
て
も
、

年
金
額
は
満
額
を
超
え
て
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
六
十
歳

ま
で
の
加
入
期
間
や
納
付
済
期
間
、
未

納
期
間
等
を
よ
く
確
め
て
か
ら
加
入
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

磯
小
の
児
童
、
浄
水
場
を
免
学

泰
昭
、
根
本
浩
之
、
宮
本
祐
二
、
田
中

清
彦
、
宮
山
佐
知
子
、
長
谷
川
夏
絵
、

南
中
学
校
・
横
図
尚
美
、
福
島
彩
乃
、

岸
根
誠
一
郎
、
米
川
真
美
子
、
深
作
拓

w
h
v
 

白
針。

書
道
の
部
O

祝
町
小
学
校
・
伊
藤
伸
子
、
飛
田
ゆ
か

り
、
平
真
那
美
、
大
森
順
子
、
永
浜
聖

子
、
磯
浜
小
学
校
・
川
上
千
恵
子
、
飛

田
明
子
、
土
居
貴
郎
、
正
木
覚
、
谷
間

部
万
代
、
飛
田
恵
子
、
田
中
康
浩
、
坂

本
龍
一
、
福
池
千
恵
、
菅
野
孝
一
、
品
目

藤
春
美
、
大
震
小
学
校
・
稲
野
辺
優
、

一
千
山
佳
奈
、
小
鳴
る
み
こ
、
江
橋
一
葉

細
野
谷
昌
子
、
小
高
弥
生
、
西
野
裕
子

夏
海
小
学
校
・
亀
山
明
美
、
菜
間
愛
、

小
野
瀬
永
子
、
菅
谷
真
由
美
、
川
上
美

千
恵
、
第
一
中
学
校
・
皆
藤
泰
昭
、
草

野
真
由
美
、
鈴
木
明
子
、
大
久
保
利
子

小
林
陵
子
、
萩
沼
雅
美
、
関
口
和
香
子
、

南
中
学
校
・
加
都
東
純
子
、
鈴
木
崇
文
、

尾
又
美
智
代
、
米
川
真
美
子
、
武
井
博

之O
ポ
ス
タ
ー
の
部
O

祝
町
小
学
校
・
古
川
久
美
、
小
川
抽
出
、

小
川
麗
、
村
田
み
ど
り
、
高
丸
暢
子
、

磯
浜
小
学
校
・
小
沼
悠
子
、
川
崎
正
之
、

海
野
智
夏
、
正
木
覚
、
大
川
絵
梨
、
佐

久
間
綾
子
、
飛
田
理
沙
、
田
山
徹
哉
、

名
越
美
土
史
、
関
根
由
使
、
桜
井
千
香
、

大
賞
小
学
校
・
木
村
政
代
、
小
野
瀬
敏

宏
、
西
野
裕
子
、
関
根
美
穂
、
雨
沢
将

平
、
金
子
英
徳
、
岸
根
史
佳
、
夏
海
小

学
校
・
栗
田
愛
、
杉
山
洋
子
、
野
口
智

一
、
川
上
清
、
深
作
満
由
美

の
姿
は
少
な
い
。
比
自
家
の
中
で
テ
レ
ビ

ゲ

i
ム
に
熱
中
な
の
か
。
神
社
北
側
の

公
衆
便
所
付
近
で
、
乗
り
捨
て
と
思
わ

れ
る
バ
イ
ク
を
発
見
J

ナ
ン
バ
ー
を
控

え
る
。
そ
の
他
と
り
た
て
て
異
状
な
く
、

パ
ト
ロ
ー
ル
を
終
了
。

自
宅
(
防
犯
連
絡
所
)
で
、
以
前
に

盗
難
の
届
出
が
あ
っ
た
バ
イ
ク
の
ナ
ン

バ
ー
と
照
合
し
た
と
こ
ろ
一
致
し
た
た

め
、
本
人
に
通
知
、
場
所
を
教
え
引
き

取
ら
せ
た
。

前
号
の
本
欄
で
、
青
少
年
相
談
員
の

役
割
・
メ
ン
バ
ー
紹
介
な
ど
を
し
ま
し

た
が
、
今
回
か
ら
は
各
班
の
班
長
さ
ん

に
か
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
報
告
書
か
ら
。

と
題
す
る
寄
稿
を
お
願
い
し
、
連
載
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
第
1
班
の
前
島
正
男
さ
ん

(
明
神
町
日
の

2
)
か
ら
の
も
の
で
す
。

輔
、
す
ベ
事
地

1

「
臼
年
度
加
害
者
事
故
発
生
率

ら

春
休
み
期
間
中
の
パ
ト
ロ
ー
ル

あ

4
月
4
日
、
当
班
の
有
田
・
鯉
糊
・

勝
村
各
氏
と
私
の
4
名
で
、
抜
当
区
域

で
あ
る
大
洗
神
社
周
辺
、
海
岸
、
学
校

等
を
中
心
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
な
う
。

道
路
上
で
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
を
し
て

い
る
小
学
生
5
名
を
見
つ
け
、
「
交
通

事
故
の
危
険
と
他
へ
の
迷
惑
に
な
る
」

と
注
意
す
る
。
思
っ
た
よ
り
子
供
た
ち

交
通
の
安
全
は
、
道
路
交
通
法
と
い

う
「
約
束
ご
と
」
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
臼
頃
か
ら
そ
の
交
通
ル
!
ル
を
守

ろ
う
と
い
う
意
識
が
薄
け
れ
ば
、
当
然

事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

事
故
を
起
こ
せ
ば
経
済
的
に
も
精
神

的
に
も
苦
し
い
思
い
を
覚
悟
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
自
分
の
家
族
も
巻
き
込
む

こ
と
に
な
り
ま
す
。

ハ
ン
ド
ル
を
握

る
と
き
は
自
分

一
人
で
な
く
「
家

族
全
員
で
握
っ
て

い
る
」
こ
と
の
自

覚
を
持
ち
、
毎
日

を
我
が
家
の
「
交

通
安
全
日
」
と
決

め
て
、
家
族
ぐ
る

み
で
そ
の
日
一
一
討

の
交
通
安
全
に
関

す
る
反
省
会
を
開

い
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

『
気
を
つ
け
て
、
朝

の

こ
の
ほ
ど
県
警
か
ら
発
表
さ
れ
た

「
事
故
分
析
だ
よ
り
」
に
よ
る
と
、
昨

年
中
に
県
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故
の

う
ち
、
大
洗
町
に
在
住
す
る
免
許
所
持

者
が
加
答
者
と
な
っ
た
事
故
は
、
-
万

人
当
り
一
一
一
二
・
一
一
一
九
件
と
、
一
一
位
の

つ
く
ば
市
大
穂
地
区
の
一

O
七
・
七
九

件
、
三
位
の
友
部
町
の
一

O
七
・
六
一
二

件
を
大
き
く
引
き
離
し
て
大
洗
町
が

『
不
名
誉
な
第
1
位
』
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
た
の

で
し
ょ
、
っ
か
。

水
戸
警
察
署
発
行
「
昭
和
白
年
度
事

故
白
書
」
に
よ
る
と
、
大
洗
町
内
で
発

生
し
た
交
通
事
故
の
類
型
は
、
①
追
突

幻
一
件
(
、
っ
ち
駐
停
車
中
幻
一
件
)
②
出
合

い
頭
目
件
室
主
折
時
四
件
が
多
い
順

序
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
辺
の
数
字
が
、
何
か
を
物
語
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
で
な
く
て
も
狭
い
道
路
へ
の
自

に
余
る
違
法
駐
車
。
「
何
で
こ
ん
な
と

こ
ろ
う
:
」
と
腹
だ
た
し
い
患
い
を
し

た
方
も
少
な
く
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

お

大
洗
駅
前
で
の
実
態
調
査

4
月
日
日
j
U
B
、
大
洗
駅
前
に
て

O
高
校
生
の
通
学
の
実
態
を
調
変
す
る
。

ご
く
一
部
の
学
生
で
は
あ
る
が
、
男

子
生
徒
に
ニ
ッ
カ
ズ
ボ
ン
様
の
学
生
服

で
、
登
校
時
間
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
公
衆
便

お

あ
な
た
の
「
年
金
」
は
大
丈
夫
で
す
か
F

年
々
平
均
寿
命
が
伸
ぴ
、
そ
れ
に

伴
っ
て
お
年
寄
り
の
人
口
も
増
え
て

い
ま
す
。
当
然
、
老
後
の
生
活
は
だ

れ
も
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

充
実
し
た
老
後
を
送
る
た
め
の
支

え
は
、
何
ん
と
い
っ
て
も
国
民
年
金

で
す
。
し
か
し
、
こ
の
大
切
な
年
金

も
、
保
険
料
が
未
納
の
ま
ま
で
は
十

分
な
役
割
を
果
さ
な
い
ば
か
り
か
、

年
金
が
全
く
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う

こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
保
険

料
を
キ
チ
ン
と
納
め
て
お
く
こ
と
が
、

国
民
年
金
の
最
低
の
条
件
な
の
で
す
。

ま
た
、
保
険
料
は
二
年
を
過
ぎ
る
と

時
効
に
よ
り
、
納
め
た
く
て
も
納
め

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う

の
で
す
。

だ
れ
も
が
、
い
歩
的
叫
以
議
警
と
り
、

田
内
伸
一
委
員
の
吉
戒
さ
ん
と
大
貫
さ
ん

羅

生

大

か

ら

特

開

表

民
生
委
員
・
児
葉
委
員
と
し
て
勤
続

問
年
の
吉
成
イ
チ
さ
ん
制
(
大
洗
町
磯

浜
町
出
番
地
)
と
、
同
じ
く
お
年
勤
続

の
大
賞
キ
イ
さ
ん
側
(
大
洗
町
神
山
町

制
番
地
)
の
お
こ
人
が
、

永
年
に
わ
た
っ
て
の
そ

の
功
緩
が
認
め
ら
れ
、

こ
の
ほ
ど
、
厚
生
大
臣

特
別
表
彰
を
つ
け
ら
れ
、

去
る
5
月
7
B
に
開
か

れ
た
大
洗
町
民
生
委
員

協
議
会
の
席
上
で
、
竹

内
町
長
か
ら
表
彰
状
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
支
委
員
活
動
の
強
化

発
展
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
益
々
の
御
活

躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

年
金
を
頼
り
に
す
る
時
が
き
ま
す
。

そ
の
時
に
な
っ
て
、
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
、
更
に
は
老
齢
基
礎

年
金
ま
で
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て
は
大

変
な
こ
と
で
す
。
そ
の
時
、
後
悔
し
て

も
手
遅
れ
な
の
で
す
。
保
険
料
の
納
入

は
、
だ
れ
も
が
む
か
え
る
老
後
へ
む
け

た
生
活
設
計
の
第
一
歩
で
す
。

あ
な
た
の
年
金
は
大
丈
夫
で
す
か
。

納
め
忘
れ
が
な
い
か
、
も
う
一
度
確
認

を

!

悲惨な事故現場

i島

右・大貫さん

昭和63年6F.11El

友・吉成さん
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正憲講演会一一一

「ムツェt't重ウ先生J

大いに語
一一瀬

L、

ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
先
生
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム

で
子
供
に
も
人
気
の
作
家
、
焔
正
憲
さ

ん
の
「
動
物
と
人
間
と
」
と
題
す
る
講

演
会
が
、
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
洗
水
族
館
が
入
場
者
1

千
万
人
を
達
成
し
た
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
、

4
月
加
臼
に
開
催
し
た
も
の

で
す
。焔

さ
ん
は
、
チ
ン
パ
ン
ジ
i
、
ク
マ
、

チ
i
タ
ー
な
ど
野
生
の
動
物
と
の
体
験

を
形
態
・
声
態
模
写
(
笑
に
リ
ア
ル
で

し
た
)
を
交
え
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
中

で
も
「
ど
ん
な
猛
獣
で
も
人
簡
を
恐
ろ

し
い
と
感
じ
て
い
る
。
こ
ち
ら
側
に
敵

意
が
無
い
こ
と
を
い
か
に
判
ら
せ
る
か

が
大
切
。
相
手
の
限
を
見
ず
、
『
だ
い

らあおお

春
の
叙
勲
で

黄
綾
褒
章
を
受

け
た
小
松
崎
新

太
部
さ
ん
(
臼

歳
)

(3)第198号

じ
よ
う
ぶ
何
も
し
な
い
よ
』
と
優
し
く

芦
を
か
け
な
が
ら
近
ず
く
、
そ
し
て
フ

ト
コ
ロ
に
飛
び
込
み
、
相
手
に
触
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
も
う
し
め
た
も
の
。
と

た
ん
に
ウ
ナ
リ
声
は
止
み
、
何
を
し
よ

う
が
矩
ま
な
く
な
る
」
に
は
世
界
中
を

回
り
、
積
み
重
ね
た
実
体
験
か
ら
の
話

だ
け
に
た
い
へ
ん
説
得
力
に
あ
ふ
れ
、

観
客
一
同
感
動
す
る
こ
と
し
き
り
で
し

た
。
ま
た
、
全
体
の
話
を
通
じ
、
焔
さ

ん
の
動
物
へ
の
深
い
愛
情
と
人
間
性
が

に
じ
み
出
た
講
演
会
で
し
た
。

残
念
な
こ
と
に
空
席
が
目
立
ち
ま
し

た
が
、
ご
」
ん
な
面
白
い
話
を
勿
体
な
い
」

と
聴
衆
の
多
く
の
方
は
感
じ
た
こ
と
で

し
ょ
、
っ
。

小
松
崎
さ
ん
は
、
昭
和
剖
年
就
任
以

来
、
現
在
に
主
る
ま
で
口
年
間
も
大
洗

町
水
産
加
工
業
協
同
組
合
長
を
努
め
、

市
町
の
水
産
加
工
業
協
同
組
合
連
合
会
の

副
会
長
も
兼
務
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

ら
郷
土
水
産
加
工
業
界
振
興
へ
の
貢
献

に
よ
り
、
今
回
の
顕
彰
と
な
っ
た
も
の

で
す
。伝

達
式
は
5
月
初
日
農
林
水
産
省
で

行
な
わ
れ
、
直
接
大
臣
よ
り
手
渡
さ
れ

た
後
、
皇
居
に
赴
き
、
天
皇
陛
下
に
拝

謁
す
る
と
い
う
栄
誉
に
浴
し
た
も
の
で

す。
感
想
は
?
と
開
く
と
「
今
ま
で
や
っ

て
こ
れ
た
の
は
、
健
康
だ
っ
た
こ
と
が

大
き
い
。
ま
た
、
自
分
の
商
売
(
森
寅

ゴ
ミ
を
捨
て
る
人
は
、
「
誰
が
揃
除

す
る
ん
だ
ろ
う
か
?
」
と
考
え
た
こ
と

が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

5
月
日
目
、
午
前
7
時
加
分
、
ゴ

i

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
の
サ
ン
ビ

l
チ

は
、
心
な
い
銃
光
客
が
置
き
去
り
に
し

た
ゴ
ミ
が
散
乱
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

が
2
時
間
半
後
に
は
き
れ
い
な
砂
浜
に

よ
み
が
え
り
ま
し
た
。

立
正
佼
成
会
の
皆
さ
ん
約
制
名
に
よ

る
海
岸
清
掃
の
成
果
で
す
。

以
前
よ
り
、
同
会
大
洗
支
部
で
は
、

か
明
る
い
社
会
づ
く
り
推
進
協
議
会
。

の
名
称
で
、
大
洗
駅
路
辺
の
清
捕
や
町

内
カ
i
ブ
ミ
ラ
i
の
清
掃
泰
仕
を
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
そ
の
規
模
を

拡
大
し
水
戸
教
会
(
代
表
深
谷
安
則
さ

ん
)
の
青
年
部
が
中
心
と
な
っ
て
、
水

戸
周
辺
の
会
員
を
大
動
員
し
て
実
施
し

た
も
の
で
す
。

海
岸
の
清
掃
は
大
変
な
労
働
で
す
。

町
内
に
お
い
て
も
、
老
人
会
を
は
じ
め

多
く
の
団
体
に
よ
る
奉
仕
を
い
た
だ
い

て
、
や
っ
と
美
化
が
保
て
る
状
況
で
す

が
、
「
地
元
で
な
い
方
が
、
大
洗
の
海

岸
を
掃
除
す
る
」
こ
と
は
あ
ま
り
例
の
な

い
こ
と
で
す
。
子
供
た
ち
も
一
生
懸
命

奉
仕
に
汗
を
流
し
、
ゴ
ミ
は
大
型
ト
ラ

商
庖
)
も
あ
る
程
度
犠
牲
に
せ
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
が
、
家
族
が
支
え
て
き
て

く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
己
と
語

り
、
今
後
は
?
と
の
関
に
は
「
飽
食

の
時
代
で
消
費
者
ニ

l
ズ
の
変
化
の

激
し
さ
・
多
様
化
が
、
昔
と
は
比
較
に

な
ら
な
い
。
い
か
に
生
産
者
が
こ
れ

ら
に
対
応
し
て
い
く
か
が
重
要
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
組
合
員
相
互
の
信

頼
関
係
を
大
切
に
、
話
し
合
い
で
一

つ
の
方
向
を
見
出
し
て
い
き
た
い
U

と
の
答
え
で
し
た
。

お
孫
さ
ん
は
内
外
合
せ
て
7
人、

趣
味
は
?
と
開
く
と
し
ば
ら
く
考
、
ぇ

て
か
ら
よ
う
や
く
「
旅
行
ぐ
ら
い
か
叩

な

」

同

d
r
i
I
t
2
z
t
2
1
t
9
b
 

ツ
ク
1
ム
口
に
も
達
し
た
と
の
こ
と
で
て

立
正
佼
成
会
の
皆
さ
ん
、
ご
苦
労
さ

ま
で
し
た
。
提
供
さ
れ
た
ご
好
意
に
深

く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ー
シ
!
ン
の
撮
影
の
た
め
に
、
大
道
具

ン
隠
係
が
保
健
セ
ン
タ
ー
ー
の
看
板
を
変
え
、

翠
郡
山
カ
ラ
ス
扉
に
常
磐
新
聞
社
の
文
字
を
貼

シ

佐

り

付

け

た

た

め

で

す

。

一

報

ロ

ケ

は

、

町

内

各

所

で

5
月
日
日
か

的

自

ら

3
日
間
行
な
わ
れ
、
主
役
の
古
谷
一

〈
行
行
さ
ん
と
問
中
美
佐
子
さ
ん
は
恋
人
間

vト
士
の
設
定
と
の
こ
と
。

T
J
F

大
洗
港
を
中
心
に
、
ど
ん
ど
ん
ま

-
{
る
こ
の
周
辺
は
、
こ
れ
か
ら
も
ロ
ケ
地

と
し
て
多
く
使
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん。
な
お
、
放
映
は
7
月
5
臼
午
後
9
時

か
ら
4
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
す
。

ア
レ
?
保
健
セ
ン
タ
ー
が
「
常
磐
新

聞
社
L

だ
っ
て
。

こ
れ
は
、
日
本
テ
レ
ど
の
火
曜
サ
ス

ペ
ン
ス
劇
場
「
引
き
裂
か
れ
た
夜
」
の

運
動
公
爵
敷
地
造
成
事
業
に
つ
い
て

は
、
昨
年
、
陸
上
自
衛
隊
勝
因
施
設
学

校
の
手
に
よ
り
、
完
工
を
み
た
第
1
期

工
事
に
引
き
続
き
、
本
年
2
丹
、
第
2

期
工
事
が
着
工
さ
れ
ま
し
た
。

本
工
事
は
、
羽
生
作
業
隊
長
以
下
記

名
の
作
業
隊
員
の
皆
さ
ん
の
懸
命
な
ご

第2期

総合運動公顕

造成工事に思う

A且‘

見

施設教導隊

羽 生

2
月
1
日
早
朝
、
防
寒
ジ
ャ
ン
パ
ー

の
襟
を
立
て
な
が
ら
出
迎
え
を
し
て
頂

い
た
総
務
課
職
員
の
方
々
と
の
一
年
ぶ

り
の
再
会
に
寒
さ
を
忘
れ
る
思
い
で
し

た
。
受
2
日
に
は
、
町
側
関
係
者
、
自

衛
隊
関
係
者
の
出
席
の
中
着
工
式
を
終

努
力
に
よ
り
、
順
調
な
進
捗
を
一
不
し
無

事
完
工
、
去
る
4
月
m
品
目
、
現
場
に
お

け
る
引
き
渡
し
式
に
よ
り
、
大
洗
町
に

完
成
工
事
が
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
羽
生
作
業
隊
長
か
ら
、

工
事
の
模
様
な
ど
に
つ
い
て
の
一
文
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ぇ
、
造
成
敷
地
4
0
、

o
o
o
u、
3

2、

1
6
0
古
川
土
旦
一
裏
と
4
月
末
ま
で

つ
き
合
う
こ
と
に
な
り
、
順
調
に
作
業

が
進
ん
だ
2
月
が
終
る
と
共
に
、
天
の

い
た
ず
ら
か
、
神
の
試
練
か
、
昨
年
3

月
の
悪
夢
の
再
来
、
水
族
館
の
イ
ル
カ

も
喜
び
そ
、
つ
な
降
雨
に
よ
る
巨
大
水
た

魚市場での古谷一行さん

ま
り
成
田
3
湖
の
出
現
に
作
業
隊
一
向
、

水
と
泥
と
の
悪
戦
苦
闘
の
3
月
で
し
た
。

し
か
し
、
女
子
職
員
の
方
々
か
ら
の
バ

レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
銭

湯
で
知
り
合
っ
た
皆
さ
ん
の
激
励
等
、

そ
し
て
、
快
適
な
宿
舎
等
の
提
供
を
頂

き
あ
り
が
と
う
こ
さ
い
ま
し
た
。

4
月
刊
∞
臼
引
き
渡
し
目
、
隊
員
の
顔

に
は
任
務
完
了
の
充
実
慰
と
安
堵
感
が

漂
っ
て
お
り
ま
し
た
。

工
事
間
の
数
々
の
御
支
援
に
感
謝
し

ま
す
と
共
に
名
残
り
尽
き
な
い
大
洗
町

の
益
々
の
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

今
月
号
よ
り
、
大
洗
芸
文
協
の

後
藤
亀
泉
先
生
に
お
願
い
し
、

大
洗
俳
壇
を
設
け
ま
し
た
。
読
者

の
皆
様
方
が
一
息
ぬ
け
る
懇
の
コ

ー
ナ
ー
に
な
れ
ば
、
と
考
え
て
い

仲
つ
人
の
傘
に
溶
花
の
し
き
り
な
る
ま
す
。

加
藤
宗
一
皆
さ
ん
ノ
次
の
要
領
に
よ
り
奮

〔
評
〕
前
匂
の
作
者
を
視
野
に
捉
え
っ
て
御
投
稿
下
さ
い
。

て
の
句
。
簡
単
に
述
べ
て
い
る
様
だ

O

ハ
ガ
キ
1
枚
に
俳
句

2
勾
以

が
、
そ
の
時
の
情
景
を
余
す
と
こ
ろ
内
。

が
な
い
。
手
練
の
一
句
。

O

ハ
ガ
キ
に
は
住
所
・
氏
名
を
記

入
し
て
下
さ
い

0

0
締
切
り
は
毎
月
5
日
で
す
。

O
投
稿
先
は
役
場
広
報
公
聴
室
で

す。
O
投
稿
さ
れ
る
方
は
町
民
並
び
に

町
内
に
勤
務
さ
れ
る
方
に
限
り

ま
す
。

お
お
め
ら
し
い

。ド後
藤

亀

泉

選

八
重
棲
雨
の
靖
さ
の
な
か
り
け
り

大
賞
千
代
子

〔
評
〕
今
回
は
取
り
敢
、
え
ず
公
民
館

俳
句
議
鹿
の
瓜
連
釘
常
福
寺
の
観
桜

吟
行
句
会
の
秀
句
を
掲
載
す
る
こ
と

に
し
た
。
常
福
寺
は
七
百
年
前
の
南

北
朝
時
代
、
落
城
の
悲
史
を
秘
め
た

古
域
社
を
結
界
と
す
る
古
利
で
、
そ

の
北
面
一
帯
は
百
本
近
い
八
重
桜
の

咲
き
誇
る
懸
山
震
を
な
し
て
い
る
。
本

堂
の
傍
を
通
り
堂
裏
の
杉
木
立
を
抜

け
る
と
、
生
憎
の
雨
に
も
拘
ら
ず
明

る
い
満
開
の
八
重
桜
に
迎
え
ら
れ
た

杉
木
立
の
小
暗
き
に
較
べ
て
、
微
壊

の
結
さ
も
な
い
花
の
下
に
立
つ
こ
と

の
出
来
た
喜
び
が
、
素
直
に
詠
ま
れ

て
お
り
、
染
井
吉
野
や
山
桜
と
は
一

味
違
う
八
重
桜
の
特
色
も
、
活
写
さ

れ
て
い
る
。

傘
を
手
に
舞
ひ
散
る
花
の
下
に
あ
り

岸
和
田
和
子

〔
評
〕
降
り
し
き
る
雨
の
中
、
時
折

一
陣
の
風
が
桜
の
梢
を
襲
う
。
傘
を

予
に
花
下
に
件
む
作
者
を
包
ん
で
、

花
び
ら
が
舞
う
。
雨
と
洛
花
を
浴
ぴ

て
、
じ
っ
と
動
か
ぬ
作
者
。

一
揮
の
風
に
花
散
る
雨
の
中

小
松
崎
藤
士
口

釘
か
く
し
錆
び
切
っ
て
ゐ
る
花
の
寺

川
崎
京
子

査
を

気

ニ子
し
て

白樫
回人

白

7.1< 
g長

し

富z
雨

泉在
lず
し
カ、き

ょ

i¥. 
重
楼
寺
σ〉
奥
処ど

稲霊雪
印話

司寄
富る
君事

久
か
た
の
花
見
も
摘
に
終
り
け
り

問
中
勝
校

花
び
ら
を
つ
け
登
り
く
る
赤
き
傘

真
因
静
子

朝
よ
り
の
雨
に
花
人
絶
え
て
な
し

辻

彦

三
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V
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金
S
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4
千
円

A
席
3
千
5
百
円

B
席
2
子

5
百
円

(
会
席
指
定
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マ
前
売
券
発
売
日

あおお

離通事
日霊童毒事
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h!!生
ばでf
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警暴
キ G
之島A
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*大洗文佑センターア月19E30k)PM6:30開演

※ 
E力 5 中lllJ
あ百学内
り円生の
。のに 4、
事甫は・

5
月
お
日
川
よ
り

wv
前
売
券
発
売
所

大
洗
町
教
育
委
員
会
側

2
4
1
1

三

容

化

粧

品

側

3
5
7
1

ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
側

3
1
5
8

川
又
楽
器
・
水
戸
西
武
・
県
民
文
化

セ
ン
タ
ー
-
町
民
会
館

①
テ
ー
マ
:
・
:
茨
城
の
観
光
(
風
景
、

魅
力
の
あ
る
特
産
口
問
、
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
)

②
作
品
の
規
格
等
・
・
:
作
品
の
長
さ
は

ω秒
以
内
で
、
河
イ
ン
チ
、

V
H
S
、

、へ

i
夕、

8
ミ
リ
ビ
デ
オ
テ
!
プ
の
い

ず
れ
か
。

③
応
募
資
格
・
・
・
・
・
・
県
民
及
び
観
光
で
本

県
に
来
ら
れ
た
個
人
又
は
グ
ル
ー
プ
と

し
ま
す
。

④
応
募
時
期
等
，
..... 

昭和63"'手6月1S 

募
集
区
分

第

1
次
募
集

募
集
締
切
沼

s
日・

6
・
m山

⑤
応
募
方
法
:
:
:
⑧
応
募
作
品
ご
と
に

競
定
の
応
募
票
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

⑤
採
用
作
品
の
発
表
等
・
-
-
-
-
-
審
査
の
う

え
採
用
作
品
を
決
定
し
、
応
募
者
本
人

に
直
接
通
知
す
る
と
と
も
に
、
賞
状
と

賞
金
3
万
円
を
贈
り
ま
す
。

⑦
採
用
作
品
の
活
用
:
:
採
用
作
品
は
、

専
門
家
が
テ
レ
ビ
C
M
用
に
編
集
し
て

放
映
し
ま
す
。

寄
著
作
権
:
:
・
リ
ゾ
ー
ト
い
ば
ら
き

観
光
キ
ャ
ン
ベ

i
ン
推
進
協
議
会
に
帰

属
し
ま
す
。

⑨
問
合
せ
と
応
募
先
・
・
:
リ
ゾ
ー
ト
い

ば
ら
き
観
光
キ
ャ
ン
ベ

i
ン
推
進
協
議

会
(
活
用
観
光
物
産
課
内
)

電

話

側

8
1
1
1
(
内
線

m
j
m
)

7
2
3
(
直
通
)

善
m
込
用
ゆ
り
の
り
寄
m
v
m
開

(63.3月現イ1)

-------------
本中 前年間 期 増減数

発生件数 11 (26) 8 (15) 3 ( 11) 

死 者 数 3 (3) 1 (1) 2 ( 2) 

負傷者数 14 (30) 11 (21) 3 ( 9) 

一
、
金
3
万
円
也

本
場
磯
節
保
存
会

会

長

石

沢

竹

楽

殿

一
、
金
3
万
円
也

東
京
都
練
馬
区
光
が
丘

大
西
山
晶
子
殿

一
、
浴
用
タ
オ
ル
何
本

磯
浜
町
六
九
四
一
一
一
二
五

小
松
崎
み
つ
殿

一
、
衣
類
ダ
ン
ボ
ー
ル

4
箱

磯
浜
町
七
二
五伊

藤

芳

雄

殿

一
、
省
切
手
i
袋

大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
一

会

長

白

田

一

郎

殿

一
、
ロ

i
タ
ス
ク
ー
ポ
ン

i
袋

一

大

洗

ロ

ー

タ

リ

ー

ク

ラ

ブ

出

会

長

中

川

潤

一

殿

大洗町における交通事故の発生状況

)内は 1月からの累計です。※( 

恒
例
の

H

あ
や
め
ま
つ
り
μ

が
6
月
1
8
か
ら
初
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

大
洗
鹿
島
線
の
直
通
列
車
を
利
用
す
れ
ば
、
一
日
ゆ
っ
く
り
見
物
で
き
ま
す
。
ま
た
、

カ
ラ
オ
ケ
列
車
も
遂
行
さ
れ
ま
す
。

。
水
戸
|
潮
来
関
蔵
通
列
車

%
・
ロ
・
日
・
却
の
毎
日
曜
日

大
洗
発
9
・
・
侃
潮
来
着
目
・

-n

O
カ
ラ
オ
ケ
列
車

見
・
ロ
・
日
・
却
の
毎
日
曜
日

大
洗
発
9
・・
Mm

潮
来
着
叩

--n

大
洗
発
日
・
・
山
口
鹿
島
神
宮
着
H
・・訂

(
佐
原
行
に
来
日
間
ヲ
ん
)

鹿
島
神
宮
発
口
・
・
日
大
洗
着
ロ
・
・
却

鹿
島
神
宮
発
刊
日
・
・
回
大
洗
着
目
・
・
日

(
鹿
島
灘
i
掴
沼
間
メ
ロ
ン
の
販
売
)

日
お
問
い
合
わ
せ
先

鹿
島
臨
海
鉄
道
側

宮

0
2
9
9
側
0
7
7
2

S .63. 5 . 8現イ1

催事内容

スワンバレエ研究所主催によるクランック
バレエ教主

石原メデイカルセンター主催による研修会

警更タ-6丹分行事

競催場所

リノ、ーサノレ室室

名

教

セ
E
V
M
 

2
4
E
 

文流大れ一一一一一一

署事

コこー

{僕

レノ、

開始時間

13 : 00 

大会議集機能回復訓練野外研修会10・30

日立セントラル側主催による映函会ノレホ会映上画映14: 00 (土)8 4 

関東地区ライオンズクラブ主催による研修会

26 

茨城県教脊庁指導課主催による講座

茨城県民謡協会主催による民謡大会

那珂湊一高PTA大洗支部主催による総会

日本テレビ政送制附王催による臼本lu岳大
震燥大会予選

水戸地区交通安全協会主催による遥転免許
更新時講討会

側ダイオ 主催による日用雑1't展示級売会

会出ふるさと 22サ~jh~ 興会主催によるカラオ
ケ大会

日本ク口レラ療法研究所主催による，況l別相
談会

ノし

ノL

ノレ

大会議室

ノレ

大会談窓

大会議室

ノi〆

ホ

ホ

ホ

ホ

ホ

関東地区ライオンズクラフ三役研修会

第12図おらが茨城の PJ¥民話大会

那珂湊一言語 P T A 総会

第11回日本民謡大賞茨城県大会予選

運転免許更新時講習会

iそ展示販売会

ぷ〉、
ヨス

学問指導改善講@:(第 l期)

大ケオ

雑

フ

用日

カ

10・00

10 : 00 

10 : 00 

13: 00 

13: 00 

9 : 00 

9 : 00 

9 : 30 

25日(1)， 26日(11)

)
 

口
u

(火)

(B) 

(水)

(日)

(水)

(日)

日

臼

日

8 

臼

8 

日

5 

12 

15 

19 

22 
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大
洗
体
出
間
協
金
ゴ
H
W

フ
部

新

金

員

募

集
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T 
E 
L 

'66 67 
I I 
1 2 
2 2 
o 2 
o 0 

菊池慎二くん

( 4ヶ月)

大会議室ク口レラ療法説明裕談会9 : 00 (木)日30 

7 7 6 6 6 11 
/ / / / / / 

(f:) 7 付同 6 (1]) 20 (村 16(刈 14 日

手L 破号否 母 歳
破ジ百

要長傷テ日 傷テア7日

i昆 風手咳 子 /月カ、 風ァ咳

守予f防h安E 子4干It!妾草J 

業
健 相

健児

三ロふヱシ 言i長 主~f;三シ
名

生生 生 (母 t荷 生
後後 f査 都AI品で

歳
t主

6 2 24 に及 24 
対カカ 力 よぴ ノ月カ、 カ

月月 月 1)乳 月
I I 子変事 功児 (1) 
7 3 48 誕 48 

象カカ カ

場ぷある口も入

生 カ
月月 月 日 月
σ)(1) 未 未
者者 満 達 j前

名(1) 1) し の
者 すま Tこ 者

者

1 1 9 1 1 

受付時
2 a寺 2 H寺 lls寺 2時 2時
時00H寺15持 15H寺00時 15
15分 15分 30分 15分 15分
分 分 分 分 分

i濁

保健センター

だより

「
機
能
回
復
訓
練
」

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
i
午
前
日
時
)

0
6
月
刊
日
制

0
6
月
凶
白
川

0
6
月
口
日
制

0
6
月
幻
日

ω

0
6
月
目
日
制

0
6
月
出
日
川

0
7
月
1
日
幽

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
l
時
i
午
後
3
待
)

O
検
診
臼
及
び
場
所

7
月
4
日
間
松
川
集
落
セ
ン
タ
ー

7
月
5
日
附
夏
海
農
協
倉
庫
前

7
月
6
臼
附
大
国
一
集
会
所
(
上
宿
)

7
月
7
日
刷
、
水
町
堀
割
集
会
所

7
月
8
日
樹
祝
町
松
ケ
丘
集
会
所

7
月
9
日

ω大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

7
月
刊
日
川
大
洗
港
魚
市
場
前

O
受
付
時
間

午
前
6
時
よ
り
午
前
7
時
叩
分
ま
で

O
対
象
者

大
洗
町
に
住
所
を
有
す
る
mw
歳
以
上

2
丁
目
3
区

関
根
菜
津
美
ち
ゃ
ん

(
4
ヶ
月
)

2丁目 3区

0
6
月
7
日
附
(
専
門
療
法
全
米
所
)

0
7
月
5
日

ω(専
門
療
法
上
来
所
)

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
障
害
者
で
機
能
回
復
訓

練
を
必
要
と
す
る
者

の
方

O
料

金

無

料

。
申
込
場
所
及
び
方
法

6
月
回
日

ωま
で
に
大
洗
町
保
健

セ
ン
タ
ー
に
申
込
み
下
さ
い
。

(
電
話
で
も
受
付
い
た
し
ま
す
)

な
お
、
申
込
は
、
一
会
場
先
着
別
名

で
〆
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
は
、
保
健

セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

T
E仁
川

町

1
0
1
0

函丁の人口と世帯

( 5月 1日現在)

。

資

格

前
内
に
居
住
若
し
く
は

勤
務
先
が
あ
る
方

。
募
集
人
員

叩
名

。
申
込
日
時

6
月
幻
臼
仰
午
後
1
時

か
ら
2
時
(
時
間
厳
守
)

O
受
付
場
所

漁
村
セ
ン
タ
ー
会
議
室

。
持
参
品
印
鑑
及
び
入
会
金
子
円
・
年
会
費
千
円
の
計
2
千
円

O
本
人
又
は
代
理
人
で
も
可
。

O
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

〈
間
合
わ
せ
先
〉

山
口
進
康

問
…
泊
端
雄

「
胃
ガ
ン
」
集
自
検
診
の
お
知
ら
せ

出生 18人

死亡 20人

転入100人

転出 80人

21，294人(十18)

男 10，477人(+14) 

女 10，817人(+4) 

世帯数 6，168戸(+25) 

人口


